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   Sixty-one male urethritis cases, 28 gonococcal urethritis and 33 nongonococcal urethreitis 
(NGU), were out-patients at the Department of Urology, Asahi General Hospital, during 
the 4 months, Oct. 1,  1984--Jan. 31, 1985. 
   Thirteen of the 33 NGU patients (39.4%) were infected with C. trachomatis (CT). The 
efficacy of Doxycycline and the route of infection was studied in the cases of CT-positive 
CT-negative-NGU. 
   CT infection from prostitute was not so frequent as in the other pathogen infection of 
NGU. 
   The efficacy of Doxycycline  (100  mg b.i.d. for 2 weeks) against CT infection was excellent 
in the disappearrance of subjective complaints and that of white blood cells in the urethral 
discharge in the CT positive-NGU group (13/13), in comparison with CT negative-NGU 
group (7/18). 
   The efficacy of Doxycycline against CT was also confirmed from the follow-up study by 
the isolation of CT and by detection of CT antigen from urethral swabs using FITC 
conjugated monoclonal antibody against CT antigen. 

















によるNGUの 実態は不明で,本 症に対 して手探 り
の経験的な治療しかおこないえなかった.




























去し,パ スツールまたはlmlピ ペットで よく撹絆
した各検体を約0.2mlずっ4っ の穴に接種する.つ
いで430×gで室温にて1時 間遠心 吸着し,遠 心後
37℃のCO2ふ 卵器内で1時問静置吸着させる.吸




培養後,培 養液を取 り除き,2穴 にはEDTA-Try・
pein液を加え細胞を剥がし,サ ンプルご とにプール

















炎が28名,NGUが33名 であった.こ れ ら33名の
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Table1.
例数






































Table3.Doxycyclineの 著 効 率



































一時 減 少 した 男 子 尿 道 炎 が 最 近増 加 の傾 向に あ る こ
とは 衆知 の事 実 で あ り,わ れ わ れ も1977年よ り1981年
まで の5年 間 に 本症 患 者 が2.5倍 増 加 した こと をす で
に 報 告 して い る2).この 増 加 の傾 向 は他 のSTD(sex-
uallytransmitteddisease)でも同様 で あ る が,と
くにNGUの 増 加 は い ち じる しい ものが あ り,英 国
では1951年か ら1978年ま でに10倍も増 加 した と報 告 さ
れ て い る3).
1968 泌尿紀要31巻11号1985年
Table4.Doxycycline治療NGU患 者 か らの ク









































































た.そ の結果で,淋菌性 と非淋菌性の割合は,他 の施
設と同様に,ほ ぼ同数だが後者がやや多いことが判明
した.さ らにNGUの 中でのCT陽 性例は約40%
であることもあきらかにな り,当地も諸外国とほぼ同





























ycyclineを使用 してきた.そ の結果,NGUの なか
でもCT群 は全例2週 間以内に治癒 したが,非GT
群では4週間使用しても18名中9名 が治癒したのみで
あった.こ のことはHubrechtsら6)のCTによる





週間しても持続 しているので,本 剤はCT感 染症を
完治可能とする薬剤であると考える.またいっぼう上
記の成績はCT群 の約半数 がDoxy無 効な病原体
による感染症であ ることも示している.す なわち,
NGUの 約半数の原因が不明であ り,この原因究明が
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